
                                 

社会環境の変化と今後の課題について 

 

□ 趣旨・ねらい 

  中長期的な政策課題を検討するために、今後起こりうる社会環境の変化、変化のきざしについて 

 総合計画審議会評価部会にて検討する。 
 

  【 これまでに作成した部会報告書例 】 

   ・社会環境の変化に伴う課題について      （平成 26 年３月） 

   ・社会環境の変化に伴う新たな政策課題について （平成 22 年３月） 

   ・中長期的課題と将来ビジョン         （平成 18 年２月） 

   

 ＜時勢の動きの一例＞ 

 

  ・人口増           →  増加幅の縮小           →  減少 

  ・協調性、和を重んじる意識  →  価値観の多様化、個人志向     →   ？ 

  ・公助            →  共助               →   ？ 

  ・男性中心社会        →  男女共同参画           →   ？ 

  ・大量生産／大量消費     →  多品種少量消費、質的向上     →   ？ 

／大量廃棄            ３Ｒ   

  ・総中流意識         →  格差の拡大            →   ？ 

  ・職場優先          →  余暇／ワーク・ライフ・      →   ？ 

バランスの推奨  

  ・社会の特定層が特定の目的  →  個人が容易に直接世界と      →   ？ 

のために世界とつながる      つながることが可能 

   （国際取引等）          （インターネット、SNS 等） 

       
       
       
 

（次の時代を議論する上でのキーワード例） 
 

・県土          ex：東京一極集中、都市機能の集約化、リニア、空き家、大規模災害への備え… 

・産業         ex：ＴＰＰ、働き方改革、労働力人口… 

・技術        ex：ＡＩ、ＩｏＴ、ＳＮＳ… 

・海外とのつながり  ex：グローバル経済、留学生の増加、外国人労働者… 

・くらし         ex：地域包括ケア、社会参加… 

ex：子どもの貧困… 
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